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本
紙
、
ま
ち
か
ど
通
信
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
「
や
ま
と

の
森
」
は
、
子
ど
も
の
頃
に
憧
れ

た
秘
密
基
地
の
よ
う
な
場
所
で
す
。

森
の
中
の
一
角
を
居
心
地
良
く
保

つ
の
は
、
実
は
、
想
像
す
る
よ
り

ず
っ
と
大
変
な
は
ず
で
す
が
、
そ

の
苦
労
を
う
か
が
わ
せ
ず
、
笑
顔

で
出
迎
え
て
く
れ
た
野
平
さ
ん
た

ち
。
新
緑
が
美
し
い
こ
の
森
へ
、

感
謝
の
気
持
ち
と
、
虫
よ
け
ス
プ

レ
ー
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
、
ま
た

訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｈ
）

■
お
詫
び

　
7
月
1
日
号
2
ペ
ー
ジ
「
日
本

遺
産
に
連
な
る
」
の
中
で
、
香
取

神
宮
の
写
真
を
左
右
反
転
し
た

状
態
で
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

固定資産税　　� （2期）
国民健康保険税� （1期）
介護保険料� （1期）
後期高齢者医療保険料�（1期）

今月の納期限
8月1日㈪

今月の休日納税相談日
7月31日㈰

誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

は
が
き
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枚
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俳
句
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句
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短
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首
の
ど
ち
ら
か
と
、
本
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7
‐
8
5
0
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広
報
か
と
り
「
俳

句
」
ま
た
は
「
短
歌
」
の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
（
12

月
は
10
日
締
切
）
を
審
査
し
、
翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品

は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

作
品
募
集

キ
ャ
ン
バ
ス
に
ぬ
り
こ
む
緑
夏
き
ざ
す

森
川

哲
男
（
木
内
）

評
　
新
緑
も
日
々
に
色
濃
く
ど
こ
を
向
い
て
も
満
緑
の
景
。
キ
ャ
ン
バ

ス
を
立
て
て
描
か
れ
る
の
は
作
者
で
し
ょ
う
か
。
緑
い
っ
ぱ
い
に
染
め

る
画
布
に
快
い
初
夏
の
風
。
見
事
な
作
品
が
仕
上
が
り
ま
す
よ
う
に
。

工
房
の
曇
り
ガ
ラ
ス
に
ほ
ん
の
り
と
色
取
り
ど
り
の

紫
陽
花
の
透
く

嶋
田

武
夫
（
下
飯
田
）

香
取
俳
壇
藤
﨑
　
よ
し
選

香
取
歌
壇
稲
村

恒
次
選

•
旧
仮
名
遣
い

評
　
曇
り
ガ
ラ
ス
を
透
く
と
り
ど
り
の
花
の
色
に
、
直
接
紫
陽
花
を
観
賞
す
る

時
と
違
っ
た
趣
の
深
さ
が
あ
り
、
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
観
る
悦
び
が
あ
る
と

知
っ
た
驚
き
が
下
句「
色
取
り
ど
り
の
紫
陽
花
の
透
く
」に
見
事
に
表
白
さ
れ
た
。

ま
め
の
莢さ

や
音
た
て
剥む

き
て
く
れ
し
夫つ

ま
に
山
盛
り
に
し

供
ふ
豆
の
ご
は
ん
を

伊
藤

こ
と
（
小
見
川
）・

老
い
夫
と
過
ぎ
来
し
年
月
し
み
じ
み
と
語
り
合
い
た

り
夜
の
更
け
る
ま
で

加
瀬

武
子
（
高
萩
）

町
内
の
組
長
の
職
を
受
け
し
夫
使
ひ
走
り
に
生
き
生

き
と
を
り

篠
塚

み
の
り
（
小
見
川
）・

く
れ
な
ゐ
の
芍
薬
仏
間
に
咲
き
き
は
め
射
す
朝あ

さ
光か

げ
に

い
た
く
華
や
ぐ

木
内

幸
子
（
八
日
市
場
）・

百
過
ぎ
て
子
ら
に
ふ
み
書
き
歌
詠
み
し
母
を
見
習
い

わ
れ
も
詠
ま
ん
か

石
上

ひ
ろ
子
（
佐
原
イ
）

一
反
の
布
織
る
ご
と
き
田
植
か
な

奥
村

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

少
年
の
厚
き
胸
板
柿
若
葉増

田
　
都
美
子
（
一
ノ
分
目
）

夏
空
に
ひ
び
け
和
太
鼓
音
の
道関

根

大
徳
（
小
見
川
）

食
卓
の
主
役
と
な
り
し
青
山
椒

斉
藤

信
子
（
山
倉
）

要
注
意
見
上
げ
て
み
れ
ば
燕
の
巣石

毛

京
子
（
山
倉
）

本
川
岸
町
山
車
の
天
幕

ヒ
ゲ
タ
醤
油
創
業
家
深ふ

か

井い

吉き
ち

兵べ

衛え

の
軌
跡

　
佐
原
の
大
祭
で
曳
き
廻
さ
れ
る
山

車
に
は
、
大
人
形
の
他
に
、
彫
刻
や

玉た
ま
簾す

だ
れ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
天
幕

で
す
。
天
幕
は
、
山
車
の
上
部
（
大

天
井
）
を
囲
う
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
幕
の
こ
と
で
す
。

　
中
で
も
、
本
川
岸
町
の
山
車
に
用

い
ら
れ
て
い
た
天
幕
は
、
正し

ょ
う

絹け
ん
地じ

に

金
糸
や
銀
糸
の
刺し

繍し
ゅ
う

が
あ
し
ら
わ
れ

た
重
厚
で
豪ご

う
奢し

ゃ
な
も
の
と
し
て
知
ら

れ
ま
す
。
こ
の
天
幕
の
保
管
箱
の
裏

に
は
「
大
正
三
年
九
月
新
調

深
井

吉
兵
衛

製
」
と
墨
書
が
あ
り
、
深

井
吉
兵
衛
と
い
う
人
物
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
り
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
深
井
吉
兵
衛
家
は
、
近
江
（
現
在

の
滋
賀
県
）
日
野
出
身
で
、
佐
原
・

銚
子
・
波
崎
に
出
店
を
構
え
た
商
人

で
す
。
初
め
は
銚
子
に
質
屋
と
古
着

店
を
開
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
醤

油
醸
造
業
へ
と
進
出
し
て
い
き
ま
す
。

佐
原
店
は
宝
永
年
間
（
１
７
１
６
～

１
７
３
５
）
に
醤
油
醸
造
の
工
場
と

し
て
設
立
さ
れ
、
大
正
３
年
に
は
現

在
の
山
野
病
院
の
裏
手
の
あ
た
り
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
佐
原
店

で
製
造
さ
れ
た
醤
油
の
商
標
は
「
カ

ギ
ダ
イ
印
」。
幕
末
期
の
関
東
醤
油

醸
造
家
番
付
で
は
鶴つ

る
屋や

弥や

重じ
ゅ
う

郎ろ
う
の
名

で
「
東
大
関
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
明

治
５
年
に
は
１
３
０
０
石
を
製
造
す

る
佐
原
第
一
の
醸
造
家
で
し
た
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
、
個
人
経
営

の
伝
統
的
な
手
工
業
で
あ
っ
た
醤
油

醸
造
に
も
機
械
化
・
大
規
模
化
の
波

が
押
し
寄
せ
、
合
併
・
会
社
設
立
の

動
き
が
広
が
り
ま
す
。
大
正
３
年
９

月
、
本
川
岸
町
の
天
幕
作
製
と
ま
さ

に
同
じ
時
、
深
井
家
も
銚
子
の
田た

中な
か

玄げ
ん
蕃ば

家
・
濱は

ま
口ぐ

ち
吉き

ち
兵べ

衛え

家
と
合
併
し

て
銚
子
醤
油
合
資
会
社
を
設
立
。
こ

れ
が
現
在
の
ヒ
ゲ
タ
醤
油
株
式
会
社

で
す
。
本
川
岸
町
の
天
幕
は
、
江
戸

時
代
か
ら
２
０
０
年
以
上
、
地
域
と

共
に
生
き
た
近
江
商
人
深
井
家
の
終

わ
り
と
新
た
な
旅
立
ち
を
告
げ
る
贈

り
物
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
大
正
３
年
作
製
の
旧
天
幕
は
、
劣

化
と
傷
み
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
、

平
成
15
年
に
復
元
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
天
幕
か
ら
は
、
往
時
の
輝
き

を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

関東一の米どころ
香取市食味コンテスト

問商工観光課　�☎（79）0707

問川の駅水の郷さわら ☎（50）1138

■応募期間　8月1日㈪～12日㈮
■提出期間　9月26日㈪～30日㈮
■定員　40人（先着順）
■審査方法　一次審査で食味官能検査を
実施。食味値上位者は、本審査で試食審
査します。
■申込　申込書に必要事項を記入し、商
工観光課に提出
※申込書は商工観光課に設置のほか、「香
取あぐりぱーく」ホームページからダウ
ンロードできます

■運航日時　通年（土・日曜日、祝日の
正午～13時）
※ランチタイム以外の宴会利用も可能
■定員　40人（貸切は20人から）
■乗船料（食事代含む）
大人（小学生以上）…2,000円・3,000円、
小学生未満…1,200円

水の郷さわら

ランチクルーズ

356

佐原駅

香取駅

津宮の鳥居道の駅・川の駅水の郷さわら
水郷大橋

香取市役所

利根川→

▲復元新調した新天幕

▲カギダイ印 ▲本川岸区山車と旧天幕

平成28年7月15日市民のひろば 8広報かとり
広報かとりは再生紙を使用しています




